


佐久医療圏の現状とこれから 

市町村 
総人口
H24.10 

(人) 

65歳以上
人口(人) 

高齢化
率(%) 

軽井沢町 19,399 5,172 26.7 

御代田町 14,983 3,416 22.9 

立科町 7,556 2,275 30.1 

小諸市 43,601 11,865 27.2 

佐久市 99,956 26,516 26.6 

佐久穂町 11,762 3,769 32.0 

小海町 5,038 1,819 36.1 

北相木村 854 323 37.8 

南相木村 1,075 413 38.4 

南牧村 3,524 920 26.1 

川上村 4,801 1,142 23.8 

佐久総合病院 



地域に根ざした保健予防活動 

• 病院からのアウトリーチ活動を  

 １９４５年より展開 

• 農村地域の健康問題に取り組む 
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昭和30年ごろの巡回診療 

地域の祭りと同時に開催する病院祭 

昭和34年〜八千穂村全村健康管理 

平成元年〜 

地域を支える
人材の育成 



昭和６３年 在宅ケア実行委員会 
平成６年 地域ケア科設立 
訪問診療、訪問看護を地域に展開 

保健補導員を組織化 



急性期病院における医療と介護の連携推進 

佐久総合病院 

病院内の退院支援に関わる委員会、 
ケアマネジャーの団体と 
話し合いを繰り返す 

 佐久地域の21か所にのぼる専
門職種団体や医療機関・介護事
業所が参加 

 「病院における医療と介護の連
携の問題点・改善点」について
86項目にわたる課題が抽出 



 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰの問い合わせ窓口を総合相談センターに一本化。
総合相談センタースタッフ、病棟看護師、ケアマネジャーで入
院時カンファレンスを開始。 

～ケアマネジャーとの連携改善～ 

写真添付 資料添付 

急性期病院における医療と介護の連携推進 



『顔の見える』多職種連携構築のための 

  事業所間の交流研修プロジェクト 
 

・多職種、多事業所の仕事内容を知る 

・地域で一緒に働いている「人」を知る 

・事業者間の相互理解が深まる 

 

 

 

交流研修 



 顔の見える多職種連携の 
 効率的な方法を求めて 
  〜交流研修事業〜 

ケアマネ事業所  

    ⇒ 消防署へ 

研修先事業所と、顔の見える関係は
どの程度でしょうか？   
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交流研修により、顔の見える関係
が有意に構築されている 

対応のあるt検定 p<0.01 
Wilcoxonの符号順位検定 p<0.01 
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研修先事業所と、困ったときに相談 
できる関係はどの程度でしょうか？ 

対応のあるt検定 p<0.01 
Wilcoxonの符号順位検定 p<0.01 

交流研修により、困ったときに相談
できる関係が有意に構築されている 





中立的な立場での公的な協議会の設立 
例）佐久市医療介護連携推進協議会 



カフェ交流会 

テーマ 

 「急性期病院における 
 円滑な退院調整の実現に向けて」 
 

参加者数：60団体 111名 
（佐久市高齢者福祉課、保健福祉事務所、各専門職種団体、地域包括
支援センター、居宅介護支援事業所、訪問看護ステーション、老人保健
福祉施設、特別養護老人ホーム‥等） 

 

ワールドカフェ方式でのグループワーク 
☆多くの職種と顔を合わせながら、 
     硬くならず気軽に意見を出せる場に☆ 

 
 
 



 市内のコミュニティ活動を行う団体に声掛け 

（社会福祉協議会、市民サポートセンター、地区サロン等） 

⇒意見交換会を開催し、 

    「顔の見える関係」構築とネットワーク作り 

 

☆地域のインフォーマルな社会資源の把握 

☆地域にあるインフォーマルな活動を行う団体の横のつながりを作る 

 

地域のネットワーク作り 



今後の展望 

☆急性期病院側が積極的に地域へ出て行く 
 ⇒地域と病院とがもっと身近で会話できる関係を築く 
  地域課題の共有・地域ニーズの把握 
 



地域に出ていき、対話を積み重ね、 
つながりをつくる 


